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個別エアロゾル粒子中の無機成分分析

Inporganic chemical characterization of individual aerosol particles
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著者が研究分担者である科研費特定領域研究「東アジアにおけるエアロゾルの大気環境インパクト」の概要と、

研究課題である無機エアロゾル分析法の開発と性状特性の解明について述べる。エアロゾルの化学分析は従来、粒

径別バルク試料について、種々の化学分析法が適用されてきたが、捕集時間が長期にわたるため、時間的に平均化

された情報しか得られない。そこで、個別粒子分析法が脚光をあびている。本講演では、放射光マイクロビームを

用いた蛍光 X線分析法、XANES の個別エアロゾル粒子分析への応用性について黄砂、都市大気エアロゾルの例を示

す。また、複合薄膜法による個別粒子分析法として、硫酸塩ー硝酸塩同時検出法および、硝酸塩ー塩化物同時検出

法を紹介し、海塩粒子変質過程検出への適用結果を紹介する。さらに、粒径別バルク分析結果として、丹後半島の

バックグラウンド地域における黄砂時及び非黄砂時の粒径別化学組成や変質過程についての解析例を紹介する


